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マ（2 つ）を立案させた。後半は AI ミニ・インタ



















































































価合計点の比較を行なった結果を表 3～表 5 に示
す。






　これに対して「個人志向」の 2 群間では（表 4），「い
ろいろな人と話をすることができた」を除いて他の
9 項目全てで有意差がみられ，いずれも「個人志向」
の L 群より H 群では平均値が低かった。





「互恵懸念」の L 群より H 群では平均値が低かった。
表１　実践年次間における協同作業認識尺度の平均値の比較
2015 年度（n=66） 2016 年度（n=69） 合　計
Levene’s F t（df=133）
平均 SD 平均 SD 平均 SD
1 協同効用 38.86 3.551 40.20 3.346 39.55 3.500 .108 n.s. -2.256 n.s.
2 個人志向 16.55 3.668 15.74 2.893 16.13 3.307 2.204 n.s. 1.421 n.s.
3 互恵懸念 5.58 1.755 5.10 1.690 5.33 1.732 .400 n.s. 1.600 n.s.
表２　協同作業認識尺度の高低 2 群間での対話の自己評価合計の平均値の比較
2015 年度 2016 年度 合計
n 平均 SD n 平均 SD n 平均 SD
協同効用
低群 35 41.29 5.056 30 43.63 4.709 65 42.37 5.002
高群 31 44.55 5.893 39 46.36 3.944 70 45.56 4.948
合計 66 42.82 5.665 69 45.17 4.472 135 44.02 5.207
個人志向
低群 33 45.09 4.461 42 46.33 4.332 75 45.79 4.403
高群 33 40.55 5.885 27 43.37 4.143 60 41.82 5.325
合計 66 42.82 5.665 69 45.17 4.472 135 44.02 5.207
互恵懸念
低群 22 44.77 4.927 32 45.56 4.899 54 45.24 4.879
高群 44 41.84 5.807 37 44.84 4.106 81 43.21 5.288





F t dfL 群（n=65） H 群（n=70）
平均 SD 平均 SD
1 いろいろな人と、話をすることができた 4.74 .443 4.76 .523 .008 -.223 133
2 自分の話を多くの人に聞いてもらえた 4.00 .884 4.37 .765 .023 -2.616 133**
3 自由に話をすることができた 4.26 .619 4.51 .558 .011 -2.494 133*
4 自分の気付かなかった考え方を知ることができた 4.20 .795 4.47 .912 .827 -1.837 133
5 人はいろいろな考え方を持っているということを、実感できた 4.51 .534 4.80 .469 17.745** -3.368 127.8**
6 自分が経験していない出来事や状況を知ることができた 4.40 .680 4.81 .460 29.788** -4.115 111.3**
7 自分の経験に対して、違った見方を得ることができた 4.31 .635 4.59 .625 .047 -2.561 133*
8 自分自身について見つめ直すことができた 3.78 .800 4.29 .887 1.365 -3.437 133**
9 ふだんは話せない自分の考えや意見を、話すことができた 3.94 .864 4.31 .753 .452 -2.700 133**





F t dfL 群（n=75） H 群（n=60）
平均 SD 平均 SD
1 いろいろな人と、話をすることができた 4.77 .421 4.72 .555 2.178 .674 133
2 自分の話を多くの人に聞いてもらえた 4.37 .785 3.97 .863 .213 2.862 133**
3 自由に話をすることができた 4.59 .496 4.15 .633 .005 4.495 133**
4 自分の気付かなかった考え方を知ることができた 4.59 .737 4.03 .920 1.716 3.881 133**
5 人はいろいろな考え方を持っているということを、実感できた 4.76 .460 4.53 .566 14.707** 2.507 112.7*
6 自分が経験していない出来事や状況を知ることができた 4.76 .489 4.43 .698 21.577** 3.073 101.9**
7 自分の経験に対して、違った見方を得ることができた 4.64 .561 4.22 .666 .312 4.008 133**
8 自分自身について見つめ直すことができた 4.31 .805 3.72 .865 0.150 4.093 133**
9 ふだんは話せない自分の考えや意見を、話すことができた 4.36 .710 3.85 .880 .006 3.729 133**



















F t dfL 群（n=54） H 群（n=81）
平均 SD 平均 SD
1 いろいろな人と、話をすることができた 4.81 .517 4.70 .459 3.836 1.309 133
2 自分の話を多くの人に聞いてもらえた 4.37 .808 4.07 .848 .014 2.026 133*
3 自由に話をすることができた 4.52 .540 4.31 .625 .448 2.015 133*
4 自分の気付かなかった考え方を知ることができた 4.50 .863 4.23 .855 1.239 1.760 133
5 人はいろいろな考え方を持っているということを、実感できた 4.72 .529 4.62 .514 2.064 1.149 133.0
6 自分が経験していない出来事や状況を知ることができた 4.76 .547 4.52 .635 10.223** 2.347 124.4*
7 自分の経験に対して、違った見方を得ることができた 4.54 .636 4.40 .646 .001 1.259 133
8 自分自身について見つめ直すことができた 4.26 .805 3.90 .903 0.498 2.355 133*
9 ふだんは話せない自分の考えや意見を、話すことができた 4.19 .870 4.10 .800 1.505 0.594 133






1 協同効用・個人志向ともに高い 11 （16.7） 12 （17.4） 23 （17.0）
2 協同効用が高く、個人志向は低い 20 （30.3） 27 （39.1） 47 （34.8）
3 個人志向が高く、協同効用は低い 22 （33.3） 15 （21.7） 37 （27.4）
4 協同効用・個人志向ともに低い 13 （19.7） 15 （21.7） 28 （20.7）








































1 協同効用・個人志向ともに高い 43.48 5.736 41.00 45.96
2 協同効用が高く、個人志向は低い 46.57 4.216 45.34 47.81
3 個人志向が高く、協同効用は低い 40.78 4.848 39.17 42.40
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